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研究成果の概要：フラックスコンセントレータ型ソレノイドの横方向磁場成分を補正する方法

について研究するために、プロトタイプマグネットを用いて磁場分布を測定するためのピック

アップコイルと可動ステージのシステムを開発した。磁場分布の詳細な測定により、外周シー

ルド部との距離が大きな影響を及ぼすことがわかった。 
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研究分野：加速器物理学 
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１．研究開始当初の背景 
陽電子のビームを生成するためには、標的で
生成された陽電子を集束するための強いソ
レノイド磁場を作れるデバイスが必須であ
る。フラックスコンセントレータ型ソレノイ
ドは有力な候補であるが強い横方向磁場成
分を持つのが弱点であった。 
 
２．研究の目的 
フラックスコンセントレータの横方向磁場
成分がどのような原因で発生するのかのメ
カニズムを調べること。それに基づいて、横
方向磁場成分の影響を補正する方法を検討
すること。 
 

３．研究の方法 
シミュレーションによる計算やプロトタイ
プソレノイドを用いた実測により、横方向磁
場成分の特性を評価してその補正の方法を
検討し、その効果を調べる。 
 
４．研究成果 
フラックスコンセントレータの開発研究の
実績のあるロシアの BINP 研究所での議論に
基づくプロトタイプマグネットを用いた磁
場測定により、外周のシールド部の形状によ
り横方向磁場の強さが大きく変化すること
がわかった。またこの磁場分布測定を行うた
めのピックアップコイルを用いた可動ステ
ージシステムを開発することができた。 
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